
手稲本町見晴台南町内会では、昨年から、町内のお年寄りを対象に、冬期
間車で家からスーパー等へ送迎する『買い物ボランティア』を始めました。
このボランティア活動は町内にお住まいのお年寄りが少しずつ増えている

ことから、町内会でお手伝いできることはないかとアンケートをとったのが
きっかけでした。「買い物だけではなく、冬になるとお年寄りが家に引きこも
りがちになるのを解消しようということも目的の一つです」と副会長の新井
さんはおっしゃいます。
また、昨年『買い物ボランティア』を始めてみて、当初は考えていなかっ

たいろいろな問題も生じたそうです。しかし、専門の方に相談したり、町内
会で話し合いをしながら自分たちの力で一つずつ解決してきました。
ボランティアに参加されている皆さんは「これからも肩の力を抜いて、自

分たちでできることをしていこうと思っています」と、優しい表情で話して
くださいました。

編集 手稲区役所総務企画課広聴係
ホームページ「ていねっていいね」http : //www.city.sapporo.jp/teine/

〒００６‐８６１２ 札幌市手稲区前田１条１１丁目

� ６８１‐２４００内線２２４ FAX６８１‐６６３９

2006年

区民のページ

2月号

お
年
寄
り
の
た
め
の
買
い
物
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

手手
稲稲
本本
町町
見見
晴晴
台台
南南
町町
内内
会会

やまうち あら い

▲手稲本町見晴台南町内会の山内会長（前列左から２番目）、新井副会長

（前列左端）とボランティアの皆さん

▲「買い物ボランティア」の様子。車の
中ではボランティアの方と楽しそうに話
をされていました
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▲『時間旅行』を編集した
たけ や しんいち

竹谷晋一さん

富
丘
に
は
、
そ
の
昔
高
級
温
泉

旅
館
や
精
油
所
が
あ
っ
た
こ
と
を

ご
存
じ
で
す
か
。

昨
年
発
行
さ
れ
た
郷
土
誌
『
富

丘
・
西
宮
の
沢
時
間
旅
行
』
に
は
、

こ
の
よ
う
な
話
が
数
多
く
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
本
は
富
丘
・
西
宮
の
沢
地

区
を
中
心
と
し
た
手
稲
の
開
拓
の

歴
史
や
農
業
・
商
業
・
工
業
の
様

子
を
詳
細
に
記
録
し
た
だ
け
で
は

な
く
、
手
稲
の
動
植
物
の
紹
介
な

ど
も
盛
り
込
ん
だ
全
１１２
ペ
ー
ジ
の

郷
土
誌
で
す
。

こ
の
本
の
編
集
の
中
心
と
な
っ

て
い
た
富
丘
・
西
宮
の
沢
地
区
青

少
年
育
成
委
員
会
の
竹
谷
会
長
は
、

「
富
丘
・
西
宮
の
沢
地
区
に
は
昔

か
ら
住
ん
で
い
る
方
も
多
く
、
会

合
の
た
び
に
昔
の
話
を
よ
く
聞
い

て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
自
分

自
身
が
初
耳
だ
っ
た
も
の
も
多
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
話
を
聞
く
だ
け

で
は
な
く
記
録
と
し
て
本
に
残
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
、
郷
土

誌
を
作
る
き
っ
か
け
を
話
し
ま
す
。

竹
谷
さ
ん
た
ち
は
富
丘
・
西
宮

の
沢
の
歴
史
を
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
る
た
め
、
小
学
校
の
「
総
合
学

習
」
の
授
業
で
も
教
材
と
し
て
使

え
る
内
容
と
な
る
こ
と
を
考
え
な

が
ら
、
一
昨
年
の
６
月
に
編
集
を

開
始
し
ま
し
た
。
作
業
を
進
め
て

い
く
中
で
資
料
集
め
や
原
稿
の
校

正
に
は
地
域
の
小
学
校
の
校
長
先

生
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ま

た
、
表
紙
や
挿
絵
も
地
域
の
皆
さ

ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
、
昨

年
の
４
月
に
よ
う
や
く
完
成
し
ま

し
た
。

竹
谷
さ
ん
は
、「
こ
の
『
富
丘

・
西
宮
の
沢
時
間
旅
行
』
は
、
地

区
内
の
小
学
校
の
各
学
級
文
庫
に

入
れ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
の
で
、

子
ど
も
た
ち
が
手
に
取
っ
て
く
れ

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。
子
ど
も

た
ち
が
学
校
で
手
稲
の
こ
と
を
勉

強
し
て
、
大
人
に
な
っ
た
と
き
に

は
、
ま
た
自
分
た
ち
の
子
ど
も
に

語
り
継
い
で
く
れ
る
で
し
ょ
う
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

富
丘
・
西
宮
の
沢
時
間
旅
行

旧手稲町が札幌市と合併してはや４０年。
古き良き「ていね」を知らない人々も多くなってきました。
今月号では、手稲区内で地域の歴史を次の世代に伝えていこう

という取り組みをご紹介します。

郷土誌
『富丘・西宮の沢時間旅行』
をご希望の方は

富丘西宮の沢まちづくりセンター
（富丘２条２丁目

�６８５‐４７４５）
までお問い合わせください（有償）。

郷
土
誌

▲本文内には写真や挿絵を数多く掲載
しています
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い ざわとしゆき

▲紙芝居『山口運河物語』と伊澤敏幸さん

札
幌
市
内
で
唯
一
『
運
河
』
と

い
う
名
前
を
持
つ
山
口
運
河
。

そ
の
昔
、
山
口
県
か
ら
星
置
・

山
口
地
区
に
入
植
し
た
人
々
が
、

本
州
か
ら
来
る
生
活
物
資
を
船
で

札
幌
に
運
ぶ
た
め
に
造
っ
た
も
の

で
し
た
。
当
時
は
札
幌
ま
で
船
で

８
時
間
か
か
り
ま
し
た
。
昨
年
、

そ
の
山
口
運
河
を
題
材
に
し
た
紙

芝
居
『
山
口
運
河
物
語
』
が
地
域

の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
し

た
。紙

芝
居
『
山
口
運
河
物
語
』
の

制
作
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
山
口

運
河
紙
芝
居
製
作
委
員
会
の
伊
澤

さ
ん
は
、「
札
幌
市
が
運
河
の
一

部
を
復
元
し
た
際
、
そ
の
歴
史
を

調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
こ
こ
は
相

当
歴
史
が
あ
る
場
所
だ
と
い
う
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
紙
芝
居
を
作
れ
ば
、
見
た
人

に
歴
史
を
分
か
っ
て
も
ら
え
る
の

で
は
」
と
、
紙
芝
居
を
作
る
き
っ

か
け
を
話
し
ま
す
。

一
昨
年
の
冬
に
制
作
作
業
を
始

め
、
す
べ
て
が
完
成
す
る
に
は
半

年
以
上
の
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

昨
年
１
月
の
星
置
地
区
の
新
年

交
礼
会
で
初
披
露
し
、
そ
の
後
、

山
口
運
河
ま
つ
り
、
養
護
学
校
、

地
区
内
の
幼
稚
園
で
上
演
し
ま
し

た
。そ

の
反
響
は
大
き
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
年
代
の
方
か
ら
「
あ
の
川
に

こ
の
よ
う
な
歴
史
が
あ
っ
た
の

か
」
と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

現
在
、
こ
の
紙
芝
居
は
一
つ
し

か
な
い
の
で
、
コ
ピ
ー
を
作
っ
て

児
童
会
館
、
各
小
学
校
、
地
区
セ

ン
タ
ー
、
図
書
館
な
ど
に
置
い
て

も
ら
い
、
語
り
部
の
録
音
し
た
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
も
用
意
し
て
、
ど

こ
で
も
上
演
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
、
と
委
員
会
で
は
考
え
て
い
る

そ
う
で
す
。

「
星
置
・
山
口
地
区
は
近
年
に

移
り
住
ん
だ
人
々
が
多
い
の
で
、

こ
の
紙
芝
居
を
き
っ
か
け
に
、
地

域
の
歴
史
に
興
味
を
持
っ
て
ほ
し

い
」
と
、
委
員
の
皆
さ
ん
は
願
っ

て
い
ま
す
。

手稲区役所でも、平成１２年に郷土誌を発行しました。区政１０周年を記念し
て発行したこの郷土誌の題名は『手稲でみつけた 手稲のはなし』。

何もなかった手稲の土地は、先人たちの努力で実りの大地となり、そして
豊かな街へと発展しました。その先人たちの苦労や功績を、区内の皆さんが
集まった『手稲の語り部編集委員会』が、たくさんの方々に話を聞き、約１
年かけて編集したものです。

この『手稲でみつけた 手稲のはなし』は、手稲区役所ホームページ
（ＵＲＬ http : //www.city.sapporo.jp/teine/tthanasi/index.html）
でご覧いただけます。

今回紹介した取り組みで、お話しいただいたお二人に共通しているのは、
『地域の歴史を子どもたちに継承していきたい』という強い思いでした。
地域の歴史を知ることで、子どもたちは自分の住むまち「ていね」に、よ

り愛着を抱き、そして、その愛着は次の世代へと伝えられていくでしょう。
子どもたちにとって「住んでいてよかった」と実感できる、そんな“ふる

さと手稲”にするために、これからも地域の皆さんの取り組みは続いていく
ことでしょう。

山
口
運
河
物
語

手稲でみつけた 手稲のはなし

▲山口運河まつりでは大勢の観客の前で
上演されました

紙芝居
『山口運河物語』については

星置まちづくりセンター
（星置２条３丁目

�６９５‐３２２２）
までお問い合わせください。

紙
芝
居
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「
手
稲
ふ
る
さ
と
軽
川
塾
」
は
、

手
稲
中
央
地
区
の
連
合
町
内
会
・

商
店
街
振
興
組
合
・
料
飲
店
旅
館

協
会
・
青
少
年
育
成
委
員
会
の
４

者
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
地
域
活

動
グ
ル
ー
プ
で
す
。
平
成
５
年
の

設
立
以
来
、
こ
の
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

き
ま
し
た
。

昨
年
９
月
に
開
か
れ
た
「
手
稲

は
し
ご
酒
大
会
」
は
、
手
稲
駅
南

口
の
料
飲
店
の
皆
さ
ん
が
主
催
し

た
も
の
で
す
。
地
域
の
人
や
勤
め

帰
り
の
人
が
大
勢
集
い
、
地
元
の

歓
楽
街
を
舞
台
に
、
人
と
人
と
の

出
会
い
、
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

本
町
商
店
街
の
皆
さ
ん
が
主
体

と
な
り
開
催
し
た
の
が
、「
が
る

川
ど
じ
ょ
う
ま
つ
り
」。
昔
の
軽

川
で
の
遊
び
『
ど
じ
ょ
う
つ
か

み
』
体
験
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

び
し
ょ
濡
れ
に
な
っ
て
歓
声
を
あ

げ
、
中
高
生
に
よ
る
吹
奏
楽
演
奏

会
で
は
、
た
く
さ
ん
の
家
族
連
れ

が
集
っ
て
、
お
祭
り
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
委
員
な
ど
の
皆
さ

ん
が
開
催
し
た
「
子
ど
も
盆
お
ど
り

大
会
」
で
は
、
楽
し
い
盆
踊
り
に
し

よ
う
と
、
大
人
と
子
ど
も
が
ふ
れ
あ

い
、
力
を
合
わ
せ
、
み
ん
な
で
頑
張

っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
心

の
中
に
、
盆
踊
り
大
会
を
成
し
遂
げ

た
喜
び
が
、
ふ
る
さ
と
の
楽
し
い
思

い
出
と
し
て
深
く
心
に
刻
ま
れ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

最
後
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
要
と
な

る
手
稲
中
央
連
合
町
内
会
で
す
。
昭

和
５４
年
か
ら
毎
年
、
暴
力
追
放
、
防

犯
、
交
通
安
全
、
防
火
を
掲
げ
、
住

民
一
丸
と
な
っ
た
「
安
全
な
街
づ
く

り
宣
言
大
会
」
を
実
施
。
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
上
で
一
番
大
切
な
、
安

全
で
安
心
な
街
の
礎
を
築
い
て
き
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
手
稲
中
央
地
区
で

は
、「
手
稲
ふ
る
さ
と
軽
川
塾
」
を

中
心
に
町
内
会
、
商
店
街
、
料
飲
店
、

青
少
年
育
成
委
員
な
ど
多
く
の
住
民

が
協
力
し
、
支
え
あ
い
、
人
と
人
と

の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
、
ふ
る
さ
と

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

り便ンセちま

住住
民民
がが
協協
力力
しし
支支
ええ
ああ
うう
ふふ
るる
ささ
とと
まま
ちち
づづ
くく
りり

手稲 まちづくりセンター

各地のまちづくりの取組を各まちセン

からみなさんに向けて発信します！

広 告 欄

〜
手
稲
ふ
る
さ
と
軽
川
塾
〜

～まちものがたり～ vol.6

▲秋の夜ににぎわうはしご酒大会

▲よーいドンでどじょうつかみ開始

次
回
は
富
丘
西
宮
の
沢
ま
ち
セ
ン

か
ら
。



「
改
正
介
護
保
険
制
度
・
改
正

国
民
健
康
保
険
料
」
説
明
会

平
成
１８
年
度
か
ら
国
民
健
康
保

険
料
の
計
算
方
法
と
介
護
保
険
制

度
の
一
部
が
改
正
に
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
軽
度

者
向
け
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
、

認
知
症
高
齢
者
の
た
め
の
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
す
る

と
と
も
に
、
介
護
保
険
料
が
変
わ

り
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険

料
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

「
住
民
税
」
を
基
に
計
算
す
る
方

式
が
、「
所
得
」
を
基
に
計
算
す

る
方
式
に
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
改
正
内
容
に
関
す
る

説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た

し
ま
す
。

日
時

３
月
８
日
�
午
後
２
時
〜

４
時
。

会
場

区
民
セ
ン
タ
ー
２
階
区
民

ホ
ー
ル
（
前
田
１
条
１１
丁
目
）。

対
象

区
内
に
お
住
ま
い
の
方
。

定
員

先
着
２００
人
。

申
込

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
参
加
料
無
料
。

詳
細

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
課
ま

た
は
保
険
年
金
課
�
（６８１）
２
４
０
０

内
線
３５４
・
３９２

国
保
か
ら
のお

知
ら
せ

◆
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

平
成
１７
年
度
国
民
健
康
保
険
料

の
第
８
期
納
期
限
が
過
ぎ
て
い
ま

す
。
納
め
忘
れ
の
あ
る
方
は
、
お

早
め
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
病
気
や
失
業
な
ど
で
昨

年
中
の
収
入
が
大
幅
に
減
少
し
て

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
が
減
免
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
（
源
泉
徴
収
票
や
給
料

明
細
書
な
ど
昨
年
中
の
収
入
が
分

か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）。

◆
夜
間
・
休
日
の
相
談
窓
口

夜
間
相
談

２
月
１４
日
�
、
１６
日

�
、
２１
日
�
、
２３
日
�
、
２８
日
�

の
午
後
８
時
ま
で
。

休
日
相
談

２
月
１９
日
�
午
前
９

時
〜
午
後
２
時
３０
分
。

場
所

区
役
所
２
階
②
番
窓
口

（
前
田
１
条
１１
丁
目
）。

詳
細

保
険
年
金
課
収
納
係

�
（６８１）
２
４
０
０
内
線
３９４
・
３９５

子ども雪合戦大会
１チーム５人による団体戦。区内にお住ま
いの小学生で、登録は７人まで可能。
先着２４チーム。

手稲山を歩こう（冬の樹林観察会）
ガイドによる森林案内。樹液も飲めます。
子ども、大人問わず参加可能。「歩くスキー」、
もしくは「かんじき」や「スノーシュー」な
どの雪上歩行用具を用意できる方（スキー用
具は、若干の貸し出し可能）。先着３０人。

ジャイアントスラローム大会
スキーの醍醐味、回転競技。小学生以上の
クラス別で実施。スキー用具を用意できる方。

2006年手稲山雪の祭典
区のシンボルである手稲山を舞台に、雪と親しみながら、区民相互のふれあいを目的とした

イベントです。今年で１３回目を迎え、各種目をさらに充実させて、みなさまのご来場をお待ち
しています。

イベント参加者募集

募集期間
２月１３日�～２４日�

申込先・詳細 手稲山雪の祭典実施委員会事務局（区役所地域振興課振興係内）�６８１‐２４００内線２２８

２月１１日から３月１０日までの区内の情報です

人 口 １３７，７５６人（＋３）
世帯数 ５１，６５８世帯（＋５２）
（ ）内は前月比
１月１日現在

●オープニングセレモニー
（開会式・耐寒ラジオ体操会ほか）

●子ども雪合戦大会
●スノーラフティング
●手稲山を歩こう（冬の樹林観察会）
●ジャイアントスラローム大会
●スノーボード体験会
●そのほかにも楽しいアトラクションを開催予定！

日時 ３月１２日�午前１０時～午後２時
会場 メイン会場：ロッジ・ていね前特設広場

第２会場：サッポロテイネオリンピアゾ
ーン聖火台エリア

会場までの無料送迎バスを運行します！

（運行コースはお問い合わせください）
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サ
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１

ガ
Ｅ

イ
６

コ

ク

１１

ア

カ
１７

リ

曙
図
書
館
か
ら

◆
楽
し
い
お
話
会

２
月
１８
日
�
、
３
月
４
日
�
の

午
後
２
時
３０
分
〜
３
時
と
、
２
月

２２
日
�
、
３
月
８
日
�
の
午
後
３

時
〜
３
時
３０
分
。

◆
子
ど
も
映
画
会

２
月
１８
日
�
、
３
月
４
日
�
の

午
後
３
時
５
分
か
ら
３０
分
程
度
。

詳
細

曙
図
書
館
（
曙
２
条
１
丁

目
）
�
（６８５）
４
９
４
６

星
置
地
区セン

タ
ー
か
ら

◆
第
１０
回
親
睦
囲
碁
大
会

日
時

２
月
２６
日
�
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時
。

場
所

同
セ
ン
タ
ー
体
育
室
。

対
象

区
内
に
お
住
ま
い
の
方
。

定
員

有
段
者
の
部
３２
人
、
級
位

者
の
部
１６
人
。

参
加
料

無
料
。

申
込

２
月
１６
日
�
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
に
同
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
。

先
着
順
。

昼
食

各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
詳
細

星
置
地
区
セ
ン
タ

ー
（
星
置
２
条
３
丁
目
）

�
（６９５）
３
２
２
０

たくさんのご応募をいただき、ありがとうござ
いました。
正解は「ユキノサイテン」でした。
正解者の中から抽選で１５人の方に、手稲区特製
共通ウィズユーカードをお送りいたします。なお、
当選者の発表は、カードの発送をもって代えさせ
ていただきます。

詳細 総務企画課広聴係�６８１‐２４００内線２２４～２２６

詳細 札幌西税務署�６６６‐５１１１
税務相談室札幌西分室�６６６‐５１５０

詳細 課税課市民税係 �６８１‐２４００内線２８２～２８４

３月１日�～１５日� ※土・日を除く

手稲区役所２階Ｅ会議室（前田１－１１）

午前８時４５分～正午、午後１時～５時１５分

期 間

会 場

時 間

還付申告 ※事業・不動産・譲渡所得のある
方は、受け付けしておりません。
札幌西税務署でご相談ください。（給与所得者・年金受給者）

手稲区民センター２階区民ホール（前田１－１１）
２月１４日�～２８日� ※土・日を除く

西区民センター３階区民ホール（西区琴似２－７）
２月７日�～１０日�
中央区民センター１階ロビー（中央区南２西１０）
３月１日�～１５日� ※土・日を除く

市民会館２階会議室（中央区北１西１）
２月１日�～２８日� ※土・日を除く

午前９時３０分～正午、午後１時～４時
混雑状況によっては時間前に受け付けを終了する場合があります。
また、午前中に受け付けされた方でも午後からの相談となることがありますので、ご了承ください。

確定申告

札幌西税務署
（西区発寒４－１）

２月１６日�
～３月１５日�
※土・日を除く。
ただし、２月１９日、２６日の
日曜日は相談・申告の受付
を行います。

午前９時～正午、午後１時～５時

区
分

会
場
・
期
間

時

間

※源泉徴収税額のある方で所得税の精算がお済みでない方は、所得税の申告対象者です。

所得税と住民税の申告は、３月１５日�までです。申告の相談を下表のとおり行いますので、お気軽にご相談くださ
い。また、区役所等の相談期間についてはお間違えのないようにご注意ください。
各会場とも駐車場が狭く混雑が予想されますので、公共交通機関をご利用ください。

所得税の申告書は、できるだけご自分で記入のうえ、郵送などにより札幌西税務署（〒０６３‐０８２４西
区発寒４‐１）に提出してください。また申告書は国税庁ホームページ（http : //www.nta.go.jp）の
「確定申告書等作成コーナー」でも作成することができます。

札幌西税務署

（西区発寒４‐１）

周辺地図＜住民税＞ ※所得税の申告をしない方で、各種控除を
受ける方は住民税申告をしてください。

１月号ていねくクロスワード２００６解答

＜所得税＞
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ある明るい昼下がりのこと、アリスは時計を持っ
たうさぎを追いかけて穴に落ちてしまいます。目の
回りそうな不思議の国で繰り広げられるディズニー
ファンタジー。

日時 ３月５日�午後２時～３時１５分
（開場午後１時３０分）。

場所 区民センター２階区民ホール
（前田１条１１丁目）。

定員 先着２００人。
申込 当日、直接会場へお越しください。

入場料無料。

詳細 区民センター �６８１‐５１２１ 詳細 子ども未来局子ども企画課 �２１１‐２９８２

電話番号
６８２‐２０７０
６８４‐０９０１
６８５‐４８２１
６８５‐９３９３
６８１‐６９４０
６８４‐３０７２
６９４‐２４７４
６８４‐４６１０
６８５‐７３４３
６９５‐０９１９
６８５‐３７９７
６９５‐７７６６
６９４‐７５９５
６８８‐１８２８

所在地
前田２条１２丁目１‐４
稲穂３条５丁目９‐２３
曙９条１丁目９‐４０
富丘３条６丁目２‐７
西宮の沢２条４丁目５‐３５
前田４条４丁目２‐１３
前田８条１５丁目１７‐２５
星置２条７丁目３‐１
新発寒６条４丁目１５‐１
金山３条２丁目１‐３０
富丘１条６丁目
前田８条１２丁目
星置２条１丁目
前田６条１１丁目

会館名
手稲前田
稲穂
あけぼの
富丘
西宮の沢
いなづみ
前田しらかば
星置
新発寒
金山
※富丘小
※前田中央小
※星置東小
※前田小

手稲前田児童会館 前田２条１２丁目 �６８２－２０７０
きらめきんカップ杯 スーパードッジボール大会
２月１６日�・１７�午後３時～４時３０分。
小学１～６年生。２月１３日�までに５人１チームでお申し込みを。

稲穂児童会館 稲穂３条５丁目 �６８４－０９０１
お茶会しましょ おいしいお茶をたてるよ。
３月２日�午後３時～４時３０分。小学生以上。参加費１００円。
申込：２月２２日�午後３時から。

あけぼの児童会館 曙９条１丁目 �６８５－４８２１
あ・そ・ぼ
２月１７日�午後３時３０分～４時３０分。小学生以上。自由参加。
ドッジボールをするよ。

富丘児童会館 富丘３条６丁目 �６８５－９３９３
スポチャレ
２月２２日�午後３時３０分～４時３０分。小学１～６年生。自由
参加。新しいスポーツ「キンボール」にチャレンジしよう。

西宮の沢児童会館 西宮の沢２条４丁目 �６８１－６９４０
ピヨピヨタイム～新聞紙で遊ぼう
２月２３日�午前１０時３０分～１１時３０分。幼児と保護者先着２０組。
申込：２月１４日�から。

いなづみ児童会館 前田４条４丁目 �６８４－３０７２
おはなしでてこい
２月２７日�午後３時３０分～４時。自由参加。幼児は保護者同伴。
ボランティアのお母さんがお話をしてくれるよ。

前田しらかば児童会館 前田８条１５丁目 �６９４－２４７４
みんなDEクッキング～さくらもちづくり
２月２３日�午後３時３０分～５時。小学１～６年生先着２０人。
参加費１００円。申込：２月１３日�午後３時３０分から。

星置児童会館 星置２条７丁目 �６８４－４６１０
きらきらタイム
２月１７日�午前１０時３０分～１１時３０分。幼児とその保護者。
自由参加。お子さんと保護者が楽しく集う場です。遊びにきてね。

新発寒児童会館 新発寒６条４丁目 �６８５－７３４３
できちゃれ☆Super～オリジナルパフェづくり
２月２２日�午後３時１５分～４時３０分。小学生以上先着２０人。
参加費１５０円。申込：２月１５日�午後３時３０分から。

金山児童会館 金山３条２丁目 �６９５－０９１９
なかまや～思い出カードづくり
２月２１日�午前１０時３０分～１１時３０分。幼児とその保護者。
自由参加。ニッコリわらってハイポーズ、思い出カードを作るよ。

電話番号
６８３‐７１４０

所在地
金山２条２丁目３‐１

育成会名
金山わくわくクラブ

受講料
（６５歳以上）

２，０００円
（１，６００円）

実施時間

午前９時１０分
～１０時３０分

実施期間

２月２１日�
～３月１４日�

曜日

火

回数

４

定員

３０

講習会

キック
ボクササイズ

留守家庭のお子さんのために児童クラブなどを開
設しています。詳しくは全市版２４ページをご覧く
ださい。

じじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどうううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

■児童クラブ開設の児童会館
（※は小学校内に開設しているミニ児童会館）

■民間施設方式児童育成会

手稲区以外の施設所在地は
お問い合わせください。

◆スポーツ講習会受講者募集◆

▼対象 １６歳以上。
▼申込 ２月１４日�から受け付け。先着。電話または、直
接ご来館ください。
▼受講料納入 申込後、３日以内に納入してください。
※高齢者（６５歳以上）の方は、年齢を証明できるもの、高
校生は生徒証をお持ちください。
※上記受講料のほかに、毎回施設利用料（一般３９０円、高
校生２３０円、６５歳以上１３０円）が必要です。
※申込後「受講可能」となった場合、その権利を他人に
（家族でも）譲渡することはできません。

◆◆第第２２回回手手稲稲区区映映画画会会◆◆

手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららららららららららら 曙２条１丁目 �６８４‐００８８
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▲暗闇の中、非常食で夜を過ごしました

�久しぶりの友人同士の再会に
『パチリ』

▲楽しいそり遊び

１０年前はこれが私の夢でした！�

▲防災道具ってどうやって使うの？

▲色水を使ってのカラフルな雪だるま
作り

▲新成人からの抱負をいただきました

オーバーナイト体験（１／８ 西宮の沢小学校）
平成１７年手稲区タウントークでも話題になった「オーバーナイト体験」が富丘少年消防クラブによっ
て開催されました。冬季に災害が起こり避難所生活を余儀なくされ、夜間に電気・水道などのライフ
ラインが使えないとき、避難所生活に何が必要かを考えました。

平成１８年手稲区成人式（１／９ 手稲区体育館）
新成人のお祝いに、晴れやかな雰囲気で成人式が開催されました。今年も新成人が１０年前に描いた
「小学生の夢 １０年後のわたしたちのまち、こうだといいなー」が返還されました。

手稲わいわいひろば（１／１２ 手稲稲積公園）
地域の方々と地域に住む親子が年代を問わずふれあい交流することを目的に開催している手稲わいわ
いひろば。当日は地域の方や区内の中・高校生などのボランティアも含め、２５０人が会場に集い、雪
遊びを楽しみました。
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